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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

  福島県畜産試験場において、収量性、生育特性等について標準品種「ヒタチアオバ」 と比較しながら２ヶ

年にわたり試験及び調査を行い、耐倒伏性及び耐暑性に優れた「奨 励品種」として、新たに「ヒタチヒカリ」

を選定した。 

(1)「ヒタチヒカリ」の来歴 

   茨城県畜産試験場において「ヤマアオバ」、「ナスヒカリ」等の染色体を倍加して選抜された６母系によ

り、耐倒伏性、冠サビ病抵抗性に優れた長期利用型の多収品種として育成された。 

  (2)「ヒタチヒカリ」の特性 

   ア 出穂期は「ヒタチアオバ」並み。(5月19日頃) 

   イ 中・晩生の４倍体で、「ヒタチアオバ」より直立し、茎が太い。 

ウ 耐倒伏性、耐暑性に優れている。 

エ 年間乾物収量は「ヒタチアオバ」並みだが、再生草の収量は安定している。 

  (3)「ヒタチヒカリ」の利用 

ア 耐倒伏性に優れているが、茎が太いため、乾草調製よりもサイレージ調製に適している。 

   イ 耐暑性に優れ、再生草の生育が良好のため、中・長期利用とする。 

 

 ２ 期待される効果 

  (1)耐倒伏性が優れているため、機械による収穫作業体系の効率向上が期待できる。 

  (2)種子供給中止となった「ヒタチアオバ」に代わり、耐倒伏性及び耐暑性に優れた中・長期利用型の奨励

品種として、安定生産が期待できる。 

 

 ３ 適用範囲 

  多雪地帯を除く県下全域 

 

 ４ 普及上の留意点 

  (1)根雪期間が６０日を超える地帯の栽培は避ける。 

  (2)「ヒタチアオバ」と比較して、秋期の晩播適性は優るが、春播種の適性は劣る。 

  (3)品種の特性を活かすため、適正な施肥量及び播種量を守り、適期刈取を励行する。 



 

 


